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2007年度「自然科学総合実験」における授業評価の
構造














































































































































































































従属変数：「総合的に見てよかったと思う」 B 標準誤差 ベータ
　 （定数） －0.089 0.124
履修セメスター 第 2セメスター 0.024 0.046 0.012
所属学部 医学部 －0.029 0.072 －0.010
歯学部 0.145 0.101 0.026
薬学部 －0.001 0.079 0.000
工学部 －0.009 0.054 －0.004
農学部 －0.005 0.062 －0.001
授業内容･方法の評価 内容が整理されていた 0.043 0.025 0.038
よく準備されていた 0.067 0.028 0.051＊
理解しやすかった 0.079 0.021 0.083＊＊＊
声がよく聞き取れた －0.022 0.023 －0.020
速度が適切だった 0.044 0.020 0.045＊
板書が読みやすかった 0.022 0.022 0.021
シラバスに基づいていた －0.042 0.023 －0.036
視聴覚機器が有効だった 0.025 0.027 0.020
教科書等が適切だった 0.052 0.020 0.052＊
TAの支援が適切だった －0.027 0.026 －0.020
授業の全般的評価 有意義だった 0.397 0.020 0.436＊＊＊
教員に熱意があった 0.151 0.023 0.137＊＊＊
授業を理解できた 0.202 0.019 0.216＊＊＊
R 2 乗 0.681






































従属変数：「有意義だった」 B 標準誤差 ベータ
（定数） －0.027 0.184
履修セメスター 第 2セメスター 0.070 0.068 0.032
所属学部 医学部 －0.356 0.106 －0.111＊＊
歯学部 －0.107 0.150 －0.017
薬学部 －0.117 0.117 －0.022
工学部 －0.074 0.079 －0.034
農学部 －0.021 0.092 －0.005
授業内容･方法の評価 内容が整理されていた 0.191 0.037 0.154＊＊＊
よく準備されていた 0.068 0.042 0.047
理解しやすかった 0.287 0.028 0.275＊＊＊
声がよく聞き取れた －0.081 0.033 －0.068＊
速度が適切だった 0.078 0.030 0.072＊＊
板書が読みやすかった －0.027 0.032 －0.024
シラバスに基づいていた 0.112 0.034 0.087＊＊
視聴覚機器が有効だった 0.082 0.040 0.060
教科書等が適切だった 0.148 0.029 0.135＊＊＊
TAの支援が適切だった 0.142 0.039 0.094＊＊＊









速度が適切だった 0.643 0.597 0.700
声がよく聞き取れた 0.600 0.534 0.673
内容が整理されていた 0.582 0.536 0.643
教科書等が適切だった 0.570 0.558 0.570
よく準備されていた 0.539 0.474 0.629
板書が読みやすかった 0.524 0.498 0.550
視聴覚機器が有効だった 0.493 0.441 0.548
シラバスに基づいていた 0.461 0.424 0.500
















































従属変数：「理解しやすかった」 B 標準誤差 ベータ
（定数） 0.215 0.176
履修セメスター 第 2セメスター 0.079 0.065 0.037
所属学部 医学部 －0.118 0.101 －0.038
歯学部 0.094 0.144 0.016
薬学部 0.003 0.112 0.001
工学部 －0.148 0.076 －0.070
農学部 －0.251 0.088 －0.069＊＊
授業内容･方法の評価 内容が整理されていた 0.170 0.035 0.143＊＊＊
よく準備されていた 0.076 0.040 0.055
声がよく聞き取れた 0.228 0.031 0.199＊＊＊
速度が適切だった 0.261 0.028 0.252＊＊＊
板書が読みやすかった 0.055 0.031 0.050
シラバスに基づいていた 0.035 0.033 0.029
視聴覚機器が有効だった －0.077 0.038 －0.059＊
教科書等が適切だった 0.193 0.028 0.184＊＊＊
TAの支援が適切だった －0.074 0.037 －0.051＊

















































































































































総数 第 1セメスター 第 2セメスター




平成19年度第 1・第 2セメスター連続経験者率 － － 29.5％
平成17－18年度授業経験数合計（ 0～ 4回／ 1人） 120回 52回 68回
平成17－18年度授業経験数（授業担当者平均） 1.35回 1.16回 1.55回

